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P − 199　　 子宮内膜 ， 筋層にお けるG 【rRH

receptor の 発現
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［目的］

Gn ・RH ア ナ ロ グ に よ る子 宮内膜 及び筋層に対 す

る萎縮 効果 には 中枢 を介する間接作用 とGn −RH

アナ ロ グによる直接作用 の 両方が想定され て い

る．本研究で は こ れ ら組織 にお けるGnRH 受容体

（GnRHR ）の 発現 の 有無 を解析 し ， GnRH ア ナ

ロ グによる直接作用の証明を試み た ．

［方法］

子宮筋腫ま たは子宮腺筋症で単純子宮全摘術 を

施行 した摘 出標本 7 例 を対象した ．摘出子宮 か

ら 正常子宮内膜，正 常子宮筋層，筋腫結節 あ る

い は腺筋症組織 を切除 した．グ ア ニ ジ ン法に よ

り各組織 よ りtotalRNA を抽 出 した．各組織か ら

得 られ た RNA をhuInan　 Gn −RH 　 receptor の nt61か

らnt570 まで の 510bpを増幅する よ うに設定した

合成primer を用 い て RT −PCR を行 っ た ．　 GnRHR の

が確認 され て い るMCF ・7 （乳癌細胞株）か ら得

られた Gn −RH 　receptor 　 cDNA をブ ロ ーブ として

Southern　 blot法 を行 い ，これ ら組織にお けるGn −

RH 　reoeptor の 発現 を検討 した ．

［成績］

正常子宮内膜 ， 正常筋 層，筋腫結節及 び腺筋症

の すべ て の 組織に お い て Gn−RH 　receptor 　cDNA に

由来する 510bpの fragmentが 検出され た．

　［結論］

1 ）正常子 宮内膜 ，
正常筋層 ， 筋腫及 び腺筋 症

す べ て の 組織にお い て Gn −RH 　 recept 。r 皿 RNA の

発現が確認 され た． 2 ）子宮内膜 及び筋層細胞

にお い て GnRH ア ナ U グは GnRHR に結合 し，細

胞増殖抑制効果 を発揮す る可能性が 強 く示唆さ

れ た ．

〈 目的 〉子宮 内細菌感染症の児が、敗血症によ り

生命予後を脅かされ る背景には 、 骨髄予備能 の 未

熟性による顆 粒球の枯渇が 主要因 と して あ る 。 最

近、新生児 の 敗血症に顆粒球系コ ロ ニ ー刺激因子

（rhG −CSF ）の 投 与が試 み られ て い る 。 今回 、 子宮

内細菌感染の 胎 児治 療法 として 、ラ ッ ト胎仔に

rhG −CSF を投与 し 、 骨髄予備能 ・増殖能に及ぼす

影響につ き検討 した 。 〈方法 〉 妊娠 SD ラ ヅ トの胎

仔 に娩 出 日（胎齢21 日）の 4 日前か ら投与（4 目前

群）
・娩 出6日前か ら投与（6日前群）

・対照群（非投

与）に分け 、 直視下 に rhG −CSFIOeLt　gtkgl日を隔 日

に皮 下 注し 、 帝王切開に て 娩出し各群10匹 の胎仔

大腿骨切片 で組織学的に顆粒球系細胞の 増殖能 と

予備能にっ い て nommal 　 bone　 marrow （ス コ ア 1 ），

local　hype寝plasia（ス コ ア 2 ），　diffUse　hyperplasia（ス コ

ア 3）に分類するMamw 　 Myeloid　 cellularity　 score

（MMCS ）によっ て 検討 した 。 同時に母児 の 末梢顆

粒球数の推移を検討し た。〈成績 〉　 胎仔骨髄の

MMCS は、 6 日前群で全例 ス コ ア 3 を示 した 。 4

日前群で 70％が ス コ ア 3 ， 30％がス コ ア 2 、 対照

群 で 全 例 が ス コ ア 1で あ っ た 。 胎 仔末梢 晦顆粒球

数はrhG −CSF投与 日数 に比例 して 漸 増 し、対照群

の 3171fmm3 に対 して 、 4 日前群で は 177991mm3 、

6 日前群 で 19008 ／mm3 とな っ た。母体末梢血顆

粒球 数 に 有 意な 変化 は認 め なか っ た 。 ＜ 結論＞

rhG −CSF の 胎仔 皮 下 投 与 は 、 胎仔 骨 髄 に 対 し著 明

な増殖能
・
予備能増強作用 がある こ とが明らかと

な っ た 。 最適な投与開始時期 ・投与量、投与法と

して は、娩出 6 日前か ら rhG −CSF 　100μ g〆kg1日 の

隔 日皮 下投 与 で 、生 下時 か ら仔 は 全 例骨髄予備

能 ・増殖能の促進が得 られる こ とが示された 。
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